
試験規程（成績評価基準） 
 

１．試  験 

定期試験は各科目終了時に行う。 

（１）試験方法 

筆記試験、実技試験あるいは、レポート提

出などの方法がある。 

（２）	受験資格 

当該授業科目を３分の２以上履修した者

は受験資格がある。 

①遅刻・早退３回をもって１回の欠課とす

る。 

②忌引、公欠は必ず「公欠届」を提出（緊

急の場合は電話連絡し、事後に書類を提

出）し、許可を得なければならない。届

出のない者については欠席とする。忌引、

公欠は出席すべき時間数からは除外す

る。 

③忌引、公欠のためといえども当該科目の

全授業・演習・実習時数の２分の１を出

席しなければ、受験資格を失う。 

 

＜事例＞ 

当該科目の全授業時数 １５ 

忌引、公欠の時数    ５ 

出席すべき授業時数  １０ 

欠席時数        ３ 

出席時数        ７ 

 

この場合の欠席時数は、出席すべき時数

の３分の１以上ではないが、実際の出席

時数が全授業時数の２分の１に達して

いないので受験資格を失う。 

④試験は、筆記試験は勿論、レポート提出、

実技試験を含む。誤って受験資格を失っ

た者が受験した場合は無効となる。 

（３）試験に関する注意事項 

①試験開始後、２０分以上遅刻した者は、

受験資格がない。以後の入室を禁じる。 

②試験開始後、３０分を経過しないと退室

できない。 

③不正行為に関しては厳重に処罰する。 

④指定のない限り、机上には筆記用具、消

しゴム、定規以外のものを置かない。 

⑤机の中には本、ノート、その他のものを

一切入れない。荷物は鞄に入れ、足元に

置くこと。また、携帯電話の電源は切り、

時計のかわりに使用しないこと。 

⑥試験中の消しゴムなど文具の貸し借り

は、一切禁ずる。 

⑦試験終了後も許可があるまで、教室への

入室を禁ずる。 

⑧途中退出者は受験中の学生の邪魔にな

らない場所へ移動すること。 

⑨席順は特定の指定がない限り、黒板に向

かって右端から出席番号順に着席のこ

と。 

（４）不正行為 

受験中不正行為をした者は、当該学期の受

講全科目の単位を無効とし、さらに学則に

より停学、または退学処分となることがあ

る。 

①不正行為には、持込禁止のテキスト・ノ

ートを見る、カンニングペーパーや携帯

電話の所持、机に書く、筆箱等に書いて

おく等、さらに他人に聞こえるような発

言等、受験の良識を伴わない行為を指し、

公正を乱す一切の行為を含む。 

②不正行為の認定は試験監督が行う。レポ

ートについては担当講師が行う。 

③不正行為のあった場合は、運営会議の審

議を経て、学校長がその処理、処分を決

定し、本人に通告する。 

（５）追試験 

病気その他正当な理由により、当該試験に

欠席したときは、その届（診断書、第三者

証明書）があり、かつ学校長から正当な理
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由として認められた場合に限り、追試験を

行う。追試験を受けようとする者は、翌登

校日に「追再試験受験願」を提出する。 

①公欠により本試験を欠席した者に限り、

追試験を行う。 

②追試験がレポートによるとき、定められ

た期限までに提出しなかった場合は追試

験放棄とみなす。 

③公欠の場合の学習評価は、定期試験と同

様に行う。 

（６）再試験 

定期試験において、試験成績が不合格（６

０点未満）であった科目については再試験

を行う。再試験を受けようとする者は、本

人に通告した日から原則として２日以内

に「追再試験受験願」を提出しなければな

らない。 

出席不足により定期試験の受験ができな

かった者は、所定の補習を終了しなければ、

再試験を受験することができない。 

①試験成績とは、試験の成績、平常の学習

状況、出席状況等を総合した学習の評価

を指す。 

②再試験においても筆記試験、レポートの

提出、実技試験等のあることは本試験と

同様である。 

③再試験の場合の学習評価は、素点が６０

点を越えた評価点は６０点とする。再試

験は１回限りとし、再試験においても 

６０点未満の場合は、その科目の単位は

認定しない。 

④公欠により再試験を欠席したものに限

り再度再試験を実施する。 

（７）再試験の受験料 

再試験を受験する者は、１科目につき受験

料の１,０００円を添え、所定の届出をし、

学校長の許可を得なければならない。届出

には印鑑を必要とする。 

 

 

２．レポートの提出について 

（１）定められた提出期限は提出者も受理者も厳

格に守る。定められた期限を経過したもの

は受理しない。 

（２）レポートの提出先は別途定める。 

（３）本試験がレポートによる場合、定められた

期限内に提出しなかった場合は試験放棄とみ

なす。ただし、定められた期限内に正当な理

由により、期限内に提出できない旨の届（診

断書、その他の理由書。電話にて連絡も可）

がある場合は試験放棄とはみなさない。 

  

３．学習の評価 

（１）原則として学習の評価は、試験の成績、平

素の学習状況、出席状況等を総合して、優

（８０点以上）、良（７０点以上８０点未

満）、可（６０点以上７０点未満）、不可（６

０点未満）とする。 

（２）可以上の評価を与えられたものに、単位を

認定する。 

（３）学習の評価基準は、以下のように定める。 

 （ａ）素点 ７０％ 

   （定期試験・小テスト・実習実技・レポートを含む） 

（ｂ）出席評価点 ２０％ 

 （ｃ）平常評価点  １０％ 

 （レポート、授業態度、ノート等） 

（４）海外の大学等に留学する場合など、必要に

応じてＧＰＡ制度による評価を行う。 

   ＧＰＡは 1 単位あたりの平均値を意味し、

その算出方法は以下のとおりである。 

   ①（１）の評語を持って表した評価を５段

階評価（Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅ）に置き換え、

その評価を４から０までの点数（ＧＰ：

Grade Point Total）に置き換える。 

②置き換えた点数（ＧＰ）に履修した科目

の各単位数を掛け合わせ、その掛け合わせ

た数の総和（ＧＰ：Grade Point Total）

を履修科目の各単位数の合計で割る。 
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【４段階評価】 

評価 評語 

８０点以上 優 

７０点～７９点 良 

６０点～６９点 可 

５９点以下 不可 

 

↓ 置き換え 

 

【５段階評価】 

評価 評語 Grade Point 

９０点以上 Ａ ４ 

８０点～８９点 Ｂ ３ 

７０点～７９点 Ｃ ２ 

６０点～６９点 Ｄ １ 

５９点以下 Ｅ ０ 

＜計算例＞ 

 各授業科目で得たＧＰと当該授業科目の単位   

を乗じた合計が４０であり、各授業科目の総単

位数が２０の場合、ＧＰＡは２．００となる。 
	  

４．通年科目の学習の評価 

（１）通年科目とは、２期あるいは２期以上にわ

たる科目をいう。 

（２）学習の評価は各期毎に行い、算術平均をも

って科目の評価とする（算術平均の少数位

は四捨五入する）。 

 

５．その他 

成績評価については、学科内規に詳細を定め

る。 
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